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第２章　熊本師範学校

　熊本大学教育学部の前身は、熊本県師範学校である。明治政府は１８７２（明治５）年８月
３日（新暦９月５日）に「学制」を頒布した。その中に師範学校についての規定が置かれた。当
時の『新聞雑誌』（同年６月）は次のように報じている。

頃日文部省に於て師範学校を設けらるるに付き左の通り御達し相成りたり。今般東京に於て師
範学校を開き候、師範学校は小学の師範たるべきものを教導する処なり。全体人の学問は身を
保つの基礎にして順序階級を誤らず、才能技芸を成長するにあり。よってますます小学を開き
人々をして務めて学に就かしむるの御趣意に候処、差向き小学の師範たるべき人を養い候儀第
一の急務にこれあり、かつ外国に於ても師範教育所の設けこれあるにより、その意を取り外国
教師を雇い、かの国小学の規則を取りて新たに我が国小学課業の順序を定め、かの成法によっ
て我が教則に立て以て他日小学師範の人を得んと欲す。今立校の規則を定むる事左の如し。１

　以上の報道による規則部分は省略するが、９月開校に備え次のように伝えている。

右の通り相定め、師範学校遠からず開校相成り候間、御趣意を奉認し生徒たるべき志願これ
ある者は、来る七月晦日迄、その地方庁を経て当省へ願い出ずべく候事。２

　１８７２年９月開校の師範学校は、東京の昌平校内に設置された小学師範学校のみであった。

　第１節　新町時代（１８７４年５月～１８７７年２月）

　熊本師範学校ははじめ、仮師範学校として１８７４（明治７）年５月に創立された。学校の
位置は熊本区新町１丁目であった。校舎は旧藩時代の「お客屋」と称する公設待賓館であ
り、１８７１（明治４）年から７２（明治５）年に山田武甫・太田黒惟信の設立になる「会輔堂」
という私塾に使用されていた。
　１８７６（明治９）年６月１６日付で熊本仮師範学校は熊本県師範学校と改称され、校則も新
しくなった。改正校則第１条は次のとおりであった。

本校は一般人民の為めに師範たるべき生徒を入学せしめて其教則及び教授の方法を授くる処
なり。故に生徒たるもの勉強励精速に其の実用に供し以て開明の一隅を補助するを期すべ
し。若此旨趣を誤り業を怠り行を失ふに至りては則本県立校の主旨に背くのみならず身亦生
涯の栄誉を害するを免れずこれに従事するもの宜しく此の意を体し行を修め業を勉めて児童
の模範後進の領袖たるべきを要すべし。３

　１８７５（明治８）年制定の校則と改正校則の大きな違いは次のとおりであった。
①入学の生徒は皇漢普通の書に通じ年齢は２０歳以上たるべき事（旧校則）→年齢は１８歳
以上３５歳以下、行状端正、体質壮健にして普通の書及び略算術を学び得たる者たるべ
し（新校則）。

②修業年齢なし（旧校則）→本校は速かに小学普及を要するが故に概略６ヶ月を以て卒
業の期とす、但学業の優劣によりては定期の緩急あるべし（新校則）。
③生徒食費及薪炭、油等官費たるべき事（旧校則）→生徒百名を定員とし其級によりて
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官費自費の差異あるべし、但し薪炭油は都て官より支給すべし（新校則）４。
　創立当時の教師は藩校時代の人物があたったが、その中に一人元田衝平が東京師範学校
小学師範学科卒業生であった。翌年になると、赤星為己（広島師範学校卒）と筑紫亀彦（大
阪師範学校卒）が就任し、更に次の年には中山竜尾（東京師範学校小学師範学科卒）が就任し
ている。初代校長は時習館訓導だった牛島謙作であった５。西南戦争勃発までの短い期間
の熊本師範学校新町時代であったが、卒業生は、１８７４（明治７）年卒の１２名、１８７５（明治８）
年卒が３７名、１８７６（明治９）年卒が６１名の計１１０名であった６。これら卒業生たちがいかなる
仕事をしたのかについては、第１回卒業生三浦晟彦の回顧録で窺うことができる。

師範学校を出てから得業訓導となった。熊本を中心にして飽田・託麻を含んだ学区―第一二
番中学区―を受持たされた。学区取締といふのが其の時出来て、それと一緒に各郡村を打
廻って而して教授法を指導した。熊本県下初等教育のとんと創設になった時分のこと、そこ
で私は派出訓導で行った。校長といふ名義もなかった。川尻には一〇日も滞在して教授し
た。寺を借りて其処に方々の学校の先生や生徒を集めて教授した。（中略）一〇校内外くらゐ
は集まりよった。それで却々先生の方も生徒の分も質問せねばよいのに、なかなか尋ねよっ
た。明治七年一二月の派出で翌年八月に終った。７（『肥後川尻町史』青潮社復刻版）

　

　第２節　籔の内時代（１８７８年５月～１８９３年６月）

　1877（明治10）年、師範学校は西南戦争に巻き込まれ、校舎も全焼してしまった。この
当時について、『熊本師範学校史』は次のように伝えている。

明治十年二月に勃発した西南戦役而かもそれは薩軍の熊本城攻撃などいふ意外な事変のため
城に火が点いて三日目の二月二十一日校舎は戦災に罹って全焼し職員生徒共に離散して学校
は自然消滅となり熊本の師範教育機関は一時全く中止の状態に陥ゐった。其後再び師範学校
の復興が計画されて西南役翌年の明治十一年五月一日、前年来新築の校舎に再興開校を見る
こととなりその日を以て晴れの開校式が県立医学校と同時に施行された。この新設敷地が熊
本市籔の内町で、その位置は後年私立九州学院普通学部から尋常中学済々黌と変り又た同黌
二分以後の熊本中学校―其の次、県立高等女学校（後、第一高等学校）所在地が即ち熊本師
範学校々舎の在った所であった。８

　①富岡知事開校式祝辞
　1878（明治11）年５月、師範学校が再び開校した。当時の熊本県令富岡敬明は、開校
にあたって次のような祝辞を述べた。

客歳の乱、県下学路の退歩其成分なるを知らず、之を作興する術多端なりと雖、其要師範生
徒を養成し小学教員を普及するにあり。是を以て砲煙僅に消して本校土木の工を興し、本月
五月一日を以て功竣るを告ぐ。規模宏大結構偉麗、楼に登って望めば眼界空豁山秀水緑な
り。之を前校の狭隘塵囂に比すれば斎攘不啻なり、自今此校の教員は厳正以て己を持し懇切
以て生徒を導き、生徒は品行を正し師教を守り志を立つる山の不動が如く、学を勉むる水の
不已が如く、励精従事せば、其退歩せるもの反って進歩の鋭を添、兵燹の禍転じて杢運の福
を開く、蓋し遠に不在也、唯汝等の之を勉むるを望む。

明治十一年五月一日　　熊本県令　　富岡敬明９
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　②学科課程
　１８７８（明治１１）年５月開校当時の学科課程は、修業年限二ヵ年の本科（正科）を本則と
し、ほかに予科と速成科の課程があった。本科生だけでは卒業生供給上の人員不足とな
るため、本科生以外に予科と速成科を設けた。すなわち正科の欠員補充に予科生を、ま
た速成短期養成の速成科（六ヵ月）を設けた10。
　③学則改正（1881年）
　1881（明治１４）年の学則改正によって従来の教育制度が一変した。この後に来る森有礼
文部大臣の学制大改革に至るまでは、このときの新制度が続いた。熊本師範学校にあっ
てもこの改正規則に準じた卒業生が複雑な様相のもとに相当数の供給を続けている。

　　改正規則抄（同年９月８日布達）
第一条　　　本校は小学校教員たるに必須の学科を授くる所とす。
第二条　　　学科を分ちて初等、中等、高等の三とす。
第三条　　　初等科卒業の者は小学校初等科の教員たるを得、中等科卒業の者は初等科中等

科の教員たるを得、高等科卒業の者は初等科、中等科、高等科の教員たるを得
べきものとす。

第四条　　　修業年限は初等科を一ヶ年とし、中等科を二ヶ年半とし、高等科を四ヶ年とす。
第十二条　　生徒の年齢は満十七歳以上の者とす。
第三十八条　卒業証書は総て七ヶ年間其効を有するものとす。但し七ヶ年の後卒業証書を請

う者あるときは、其時施行する所の規則に拠り更にその学力を試験し且つ品行
等を検定して合格の者には卒業証書を与うべきこと勿論たるべし。11

　④師範学校大改革（1886年４月）
　籔の内時代の沿革史中最大の変遷は、１８８６（明治１９）年４月に行われた森文部大臣の
師範学校改革に伴う学制改正である。１８９１（明治２４）年４月、学校の名称が熊本県尋常
師範学校に改まった。学科課程の上では、従来初等科・中等科・高等科の３課程に別れ
ていたものを、一斉に修業年限四ヵ年の本科生を本体とするに至り、中央の高等師範学
校で中等学校教員を、尋常師範学校で小学校教員をそれぞれ養成する組織となった。
　寄宿舎の組織も改まり、自習室と寝室を区別し、生徒は全員寄宿舎に収容した。ま
た、生徒を学生団に編成して、組長什長及び伍長を置き、軍隊訓練を厳重にするような
方針がとられた。
　⑤熊本県尋常師範学校規程（抄）

第二章　試業
第一条　試業を分って入学試業、臨時試業、学年試業の三種とす。
第二条　入学試業は生徒募集の時之を行い、入学志願者の学力を試験するものとす。
第三条　臨時試業は一学年六回以上十回以下各学科受持教師の見込にて臨時に之を施行し、

其間に履修せし学科を試験するものとす。
第四条　学年試業は毎学年末に之を施行し、一学年間履修せし学科を試験するものとす。
第五条　凡試業の優劣は評点を以て之を判じ、各学年一百を以て定点とす。
第六条　入学試業に於ては、各科の評点五十点以上を及第とす。
第七条　学年試業に於ては、各学科の得点に各科臨時試業の得点を合計し、試験度数を以て

除したるものを各学科の評点とし、更に之を合計し学科の数を以て除したるものを
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該試験の平均点とし、之により席次を定むるものとす。
第八条　学年試業に於ては、其各学科評点六十点に達したるものを及第とす。

（以下略）12

　⑥附属小学校の開校
　附属小学校の開校は１８７８（明治１１）年９月、籔の内校舎敷地内においてであったが、
既に新町時代にもその揺籃を見ることができる。そもそも明治新政府が人民教育制度を
設けるにあたり、師範学校設置を急務とし、その師範学校に不可欠の附属小学校の位置
づけも念頭に置かれていたのであった。熊本師範学校も当然そのことは考慮していたら
しい。『熊本市一新小学校沿革史』にその記述が見え、第１回卒業生三浦晟彦の次の述
懐にも窺える。

明治七年九月前後位であったか確かには記憶していないが南の前庭東西に長くバラックに荒
板壁の凡そ四教室計りのものを新築して余等は交々生徒と為って余等の実地教授に宛てた。
そして次第に地方の児童を募集して順次に教室を充たすに至った。それで各地方に学校を有
せる人の、日を逐ふて参観する者が多くなった。中にも玉名郡横島村の池辺吉十郎氏は率先
して参観せられた。13

　籔の内の附属小学校では、１８７９（明治１２）年に教室１棟及び雨天体操場が増築された。
１８８３（明治１６）年に裁縫・礼節の２科が増設され、佐藤多寿が教師として迎えられたが、
翌年７月以降に女教師の名は見当たらない。師範に女子部設置の議が起こるのは１８８９
（明治２２）年のことで、女子部が設置されるのは１２年後の１９０１（明治３４）年のことであっ
た。１８８６（明治１９）年の学制改正で、附属小学校も１８８７（明治２０）年熊本県尋常師範学校
附属小学校と改称した。翌年には同敷地内にあった旧熊本中学校校舎に移転し、内容も
充実していった。１８９１（明治２４）年、高等小学第１学級、第２学級、尋常小学第１学級、
第２学級のほかに新たに単級が設けられた。
　１８９３（明治２６）年の師範学校の京町移転に伴い、附属小学校も京町本丁にあった熊本
市立壺川尋常小学校本丁分校跡に移った14。

　第３節　京町時代（１８９３年６月～１９５１年３月）

　師範学校は、１８９３（明治２６）年６月に京町本丁の新校舎に移転した。これにより、熊本
大学教育学部黒髪キャンパス移転に至るまで、「京陵の学舎」として数多くの教員養成の
府となった。
　①講習科と簡易科の増設
　京町新校舎移転の直前の１８９３（明治２６）年６月に初めて講習科３０名が入学した。短期の
師範教育をもって教員不足の需要に応ずる供給を図ったものである。修業年限を一ヵ年
半として、その間に教授実務上の練習期間を設けた。講習科は前後４回の卒業生を出し
て後、更に学科内容を整え、簡易科の名称をもって尋常科の正教員及び高等科の準教員
を養成した。
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　②女子講習科新設
　１８９５（明治２８）年４月、短期卒業の女教師養成として、師範学校に女子講習科が初め
て創設された。こうして同月女子講習科の第１回生が選抜され、新設女子講習科の専任
教師として、従来男教師のみであった師範学校に加来つね女史が採用された。
　③女子部の新設
　１８９５（明治２８）年４月に設置された女子講習科が１９０１（明治３４）年３月までに総計１３９名
の卒業生を出して後、新たに本科女子部を新設することになり、本格的な女教員養成が
男子の本科生と併行して行われることになった。校舎は、師範学校と接近した旧県立商
業学校寄宿舎所在地跡に新設され、１９０１年４月に第１期生が入学した。
　④第二部の新設
　師範学校制度は、１８８６（明治１９）年の森有礼文部大臣時代の大改革後、大小幾多の改
正を加えられたが、約２０年を経た１９０７（明治４０）年３月の規程改正は、また画期的な改
正となった。１９４３（昭和１８）年の官立移管まで続いた二部生制度が男女を通じて創設さ
れたことなど、師範教育発達史上の大革新と見ることができる。新規定の中心となった
のは、１９０７年２月の師範学校規程改正で「本科を第一部第二部に分つ。従来の簡易科を
廃し、修業一ヶ年の予備科を置く」とされた新規定で、これにより熊本師範学校では翌
１９０８年４月より男女ともに新二部生を入れることとなった。
　⑤二部生の募集
　二部生の入学者資格は、①男生徒については中学校卒業者又は年齢１７年以上にして之
と同等の学力を有するもの、②女生徒については修業年限四ヶ年の高等女学校卒業者又
は年齢１６年以上にして之と同等の学力を有するものとなっていた。当時の県下の中学校
は、中学済々黌・同天草分黌・熊本中学校・鹿本中学校・玉名中学校、女子は県立高等
女学校・尚絅高等女学校であり、各中等学校長へ次のような志願要請が行われた。

本年四月入学すべき本校生徒募集については既に各郡長へも夫々照会致置候処、本科二部生私
費生は貴校卒業者若くは本年三月末卒業すべき其校生徒中将来小学教員として　有望なるもの
を精選して入学せしめたく候間左記各項お含みの上精々ご勧誘相成度此段　及御依頼候也。15

　⑥京陵会の誕生
　熊本師範学校在学生徒の強力な団体である「京陵会」の名称は、熊本師範学校と聞け
ば即座に連想できる歴史的な存在であった。その京陵会の創立がいつであったかを知る
確たる資料はないが、京陵会の前身として「同窓会」の名称で在学生徒が活動した時代
が相当の期間続いている。１８９１（明治２４）年１月に「当校生徒の組織に係る同窓会規則
を認可す」と出ているので、これが京陵会前身の同窓会の創立と認められる。１８９３（明
治２６）年１１月の京町新校舎開校式祝賀記録に「同窓会寄付の煙火三十本爆竹数百は運動
場に打ち其他気球数個を揚ぐ」とあり、その同窓会も同様であると思われる。同窓会と
いう名称が「京陵会」に変わってその誕生を見たのは１８９８（明治３１）年４月のことと推定
される。

われ等在学（明治二十八年入学三十二年卒業）の頃生徒の自発的組織に成る京陵会が初めて
成立した。たしか新来の先輩松本禹象教諭が或る年東京方面の学校に組織されていた校友会
の状況を詳説宣伝されたことが動因であったように記憶する。初代の京陵会長は田中鉄太郎
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君が当選した筈、先生方は顧問か何かで単なる指導として会の実質には深く立入られなかっ
た。私も一度会長に推されて大運動会開催の節、凡ての賞品を渡したことがある。（山口泰
平・明治三十二年卒）16

　京陵会も時代が下ると様変りしてくる。生徒の自治でスタートした同会も、教師の介
入が始まる。

　私共が三年生（明治三十九年）の時であつた、京陵会の役員選挙の結果が甚だ面白からぬ
ことになつた。最上級の四年生が厳として居るのに、会長には三年生の瀬口二人君、副会長
には不肖私が当選したらしい。しかし選挙の結果はなかなか公表されない。舎監其の他関係
の先生方は非常に御心配の模様である。何でも学校側としては「会長、副会長を自発的に辞
退させて選挙を仕直させる」と云ふことに協議が纏まつたらしい然るに此の事を逸早く聞知
つた主謀者達は馳せ来つて、瀬口君と私を一寮の寝室に呼び上げて曰く「君達が若し会長、
副会長を辞退したら、折角の此の計画が水泡に帰するから、たとへ如何なる強要圧迫があつ
ても決して辞退してくれるな、皆の願ひだから……。」と頻にあげつける。間もなく三年担任
の新居、山岸両先生から瀬口君と私は呼ばれた。場所は化学準備室で山岸先生が常に居られ
る所である。先づ先生方が優しく申されるには「こんど君等が京陵会の会長、副会長に当選
したら如何にする積りか」私達は答へて曰く「上級生が居るのに、そんなことがあらうとは
思はれません」先生方は「若しそんなことがあつたらどうするか」とて頻に私共に辞退を促
される様である。根が正直者の二人は大いに当惑したが、遂に思ひ切つて「万々一そんなこ
とになつたら致し方は御座いません、及ばずながら出来るだけやつて見ます」と明確に答へ
て仕舞つた。さあ大変両先生の御顔色は忽ち変つたそして「よし君等の心中は判つた」「此
の光輝ある歴史を有する京陵会はそんな秩序を乱す様なことは許されぬ」とて厳しい御咎で
あつた。二人は化学準備室のドアーを開けて出るより早く「こぎやん引合はん役はなかね」
と言つて頭を搔きながら寄宿舎へ帰つた。無論本気で会長、副会長を引受ける積りでもなか
つたが、あの頃の青年心理と云ふものは実にをかしなものである。それにしても先生方に大
変御心配をかけたことを今も尚恐縮して居る。

（伊牟田直敏・明治４１年卒）17

　⑦代用附属校創設
　本校とともに附属校もまた発展の一路を辿ってきたが、その顕著な現われとして、師
範学校に近い当時の飽託郡池田小学校が代用附属小学校として本校附属と併行する新し
い施設となった。これが１９０８（明治４１）年４月の頃である。もちろん教生の実習期にお
いても本校附属か池田の代用附属かに配当された。代用附属校の制度は、後年第二師範
学校が新設された際には付近の出水小学校をもって同様の取り扱いがされ、池田・出水
の両代用附属は大正期を経て昭和の時代までも続行された。代用附属が廃止となったの
は１９２９（昭和４）年３月のことで、最初の設置以来の２０数年間は附属校史上の特殊な存
在であった。１９０８年創設の際は保田校長在任当時であったが、もっともこれがその性格
に順応した施設として機能するようになったのは羽田校長時代の社会教育的な面におい
てであった。
　⑧大逆事件と師範学校生
　熊本女子師範学校が独立する前年の１９１０（明治４３）年は大逆事件の検挙の年であった。
熊本では『熊本評論』の関係者４名（新美卯一郎・松尾卯一太・飛松与次郎・佐々木道元）
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が逮捕され、新美と松尾が死刑、飛松と佐々木が無期刑を受けた。『熊本評論』は１９０７
（明治４０）年６月２０日創刊、翌年９月２０日の第３１号をもって発行禁止により廃刊した。そ
の『熊本評論』の投稿者や読者が取り調べを受け、師範学校生や中学生が退学処分され
た。その間の事情を、当時師範学校女子部学生だった高群逸枝が『火の国の女の日記』
に次のように記している。

私は入学後まもなく文芸部委員に加えられたが、文芸というものは、そのころは危険思想と
隣りあわせていたもので、すこしでも美文作りの領域から足をすべらせ、当時の文壇が問題
にしていたような「人間性」へとふみこんだりしたらもうおしまいで、私が知ってる分でも、
師範―とくに男子の方の師範の文芸部委員で、こんなことから、退学処分を受けたり、危険
人物視されたりしたものは、けっしてすくなくない数に上っていた。美多子さんの夫君で
『教員物語』の著者志垣寛さんも、かつてこの学校の文芸部委員だったが、「私たちが師範の
２年から３年に進級するとき、文学愛好連中は一網打尽にやられた。吉田鬼灯と尾前渓泉が
退学、私は文学をやめるという条件でやっと進級、その他の面々もひどく油を絞られた。尾
前は上京して田岡嶺雲の書生となったが、吉田が困った。そこで私は黙軒に頼んで鬼灯をめ
ざまし新聞の記者にしてもらった。鬼灯はまもなく九州新聞に転じ、そこで編集局長にまで
なった」（わが遍歴）と書いている。私がのちに知りあった原惟一というひとも、文芸部委員
だったところから、なんのへんてつもないことで、退学させられたくみだった。私の退学の
ときも、本校と女子部をあわせると、かなり大量の退学者が出たらしかった。１８

　この中に出てくる尾前渓泉は、『熊本評論』に翠村のペンネームで詩を投稿していた
球磨出身の尾前正行である。吉田鬼灯は尾前より２つ上級で、尾前と同日の１９０８（明治
４１）年３月２２日付「右学業不進成業ノ目途ナキニヨリ退学ヲ命ズ」の理由で退学になっ
ている。更にこの時期、中学済々黌では球磨出身の小山勝清が「家事の都合」という名
目で退学になっている。当時小山は特高警察の準要注意人物であった。これら一連の退
学は、大逆事件と無関係ではなかったと考えられる。

　第４節　女子師範学校（１９１１年４月～１９４３年３月）

　１９０１（明治３４）年以来、熊本県師範学校女子部として、男子本科生と併行した女子本科
生の養成が始まった。かつてあった講習科程度の女教員養成とはその教育程度においても
はるかに向上した施設となった。熊本における女子教員養成の一段の飛躍を見たが、その
女子部はあたかも１０ヵ年の歳月を経た１９１０（明治４３）年に至って一層進展し、男子師範学
校に附属した従来の形態から完全に分離して、独立した女子師範学校の新設が実現した。
これは熊本県における師範教育機関の充実拡張に見るばかりではなく、全国的な傾向とし
て女子師範学校の設置が見られたが、ともかくも我が熊本においても教育界の新潮流の中
にあって、女子師範学校の設立が在来の男子師範学校と相対する存在となり、熊本県にお
ける師範教育史上の画期となったことは言うまでもない。『沿革略史』は以下のように記
されていた。

△明治四十三年二月十八日、文部省告示第廿八号を以て熊本県女子師範学校を熊本市内坪井
町に設置し四十四年四月より開校を認可する旨公布せらる。
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△三月十日本県告示第一七五号を以て熊本県師範学校女子部を分離し、熊本県女子師範学校
と称し内坪井町に設け、生徒第一部一六○、第二部四○名、児童三○○名を定員とし
四十四年四月より実施の旨公布せらる。１９

　なお、女子師範学校の独立により、附属小学校も新たに女子師範学校附属として１９１２
（明治４５）年４月１日に開校した。
　①新荘義行校長（1911年～1916年）の訓話抄

　容儀言語動作等につきては教授中はもちろん、寄宿舎本校廊下運動場、学校の内外を問わ
ず、苟も不作法に亘るようなことあらば、その都度訓諭することに努むべし。体操は生徒自
身の発達を計るべきも他の一面においては、生徒規律の源泉たり。校の内外における生徒の
規律的動作の弛張は直に体操科における反映とも見るべきものなれば同科は身体の発達に留
意すると共にこの点に関して充分の熟慮を要す。師範学校生徒は卒業後一学級を担任し直接
児童教育の任に当るべきものなれば自発的活動は最も必要なり。故に生徒教養上この点に充
分注意し些細なる事務に至るまで一々干渉することなく務めて自治の習慣を養成すべし20

　「自活的活動」「自治の習慣」が重視されていた。またこの創立期には、「女生徒の社
会的常識の乏しさを補うこと」が指摘され、遠足や旅行による社会勉強の必要性が説か
れていた。
　②学而会の制定（1911年４月）

学而会会則
第一条　本会ハ熊本県女子師範学校生徒ヲ以テ組織シ智徳ヲ磨キ強健ヲ増シ友誼ヲ惇ウシ善

美ナル校風ヲ助クルヲ以テ目的トス
第二条　本会ヲ学而会ト称ス
第三条　本会ニ次ノ諸部ヲ置ク
　　　　一、運動部　テニス、舞踏、弓術、遠足、其他ノ運動遊戯
　　　　二、学芸部　講話、談話、音楽、割烹、生花、茶湯、園芸等
　　　　三、図書部　図書・新聞・雑誌ノ講読、雑誌ノ発刊（年刊）２１

学而会は、男子師範の「京陵会」に対するもので、生徒自治組織であった。
　③山本信三校長（1916年～1918年）の訓辞

　時代ハ篭城ヲ許サズ、積極的ニ働カザルベカラザル時トナレリ。殊ニ県ノ要求ハ附属小学
校ヲシテ模範的ナラシムルニアリ……積極的ニ働ク方法トシテハ附属ハ模範指導等、又本校
ニアリテハ県下女子ノ指導ニ当リ農民ノ知徳ヲ高ムル事ニ力ヲ尽クサレタシ。即チ農村主婦
ノ講習ヲナシ、地方ノ処女会又ハ婦人会ト連絡ヲトリ、或ハ間接卒業生ヲ利用シテ之等ノ事
ニ関係セラレタシ。……又本校ノ位置トシテハ工場ニ於ケル女子ノ指導ニ努メラレタシ。目
下工場ニオケル女子ノ総数五十万ニ及ビ殊ニ本校ハ近ク多クノ工場ヲ見ル。之等工場ニ働ク
女子ノ智徳ヲ如何ニシテ進ムルカ、彼等ノ娯楽ハ如何ニスベキカ等ニツキ研究セラレン事ヲ
望ム。幼稚園ノ如キモ普通以上ニ社会的施設ヲ経営セラレン事を望ム。２２

　④前田恒治校長（1920年～1924年）期の動向
　１９２１（大正１０）年、熊本県は女子師範学校に県立第二高等女学校の併置を許可し、第
１回生として５０名が入学した。県立女子高が極端に狭き門になったためであったが、新
設校舎等を建設する予算がなくての措置であった。当時の社会情勢は、小作争議の急
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増、社会主義思想の拡大、そして１９２３（大正１２）年９月の関東大震災といった混沌の時
期を迎えていた。教育界ではヘルバルト教育学が流入し、ダルトンプランがもてはやさ
れていた。そのような中で次のような教育実践が打ち出されていく。すなわち、自由研
究、選科学習制、教授法・学習施設等の改善、研究会・発表会、諸大会への参加、自律
的訓練、旅行・臨海訓練、運動奨励、対外的活動、寄宿舎の改革等であった。
　その中で「旅行」にあたるものとして本女子師範学校の「朝鮮満州視察旅行」は、我
が国女子中等学校生徒としては静岡高女に次ぐものであった。「対外的活動」では、「女
子工員招待の通俗講演会」「女教員大会」「卒業音楽旅行」が好評であった。
　⑤思想調査（1920年１１月３日実施）

調査の理由　生徒が時代思想に由り如何に影響せられ居るか、而して其の思想を如何に理解
し、又之に対して如何なる態度を持ち居るかを知らん為、左の如き現代思想及び社会問題に
就きて問題を提出し、全校生一斉にその解答を為さしめたり。其の問題は、動もすれば誤解
せられ易く、又は危険と認められるもの、並に婦人問題に関するものを選択せり。（解答時
間は一時間答案は無記名とす。）

　１、デモクラシーとは何か　　　　２、自由平等の意義如何
　３、社会主義とは何か　　　　　　４、共産主義の可否
　５、サンヂカリズムとは何か　　　６、過激派の意義如何
　７、同盟罷業の可否　　　　　　　８、婦人開放の意義如何
　９、治安警察法第五条の規程如何　１０、女子参政権主張の可否
結果の考察
イ、「デモクラシー」、「自由平等」に就いては解答不能の者少なけれども又正解者も比較的少
く、半解者最も多し、即ち是等の思想は、その影響する所広けれども、多くは正当なる
理解を有せざるを証するものなり。

ロ、「社会主義」の正解者甚だ少きは聊か異とすべし。誤解者中には個人主義に対するものと
し何事も社会本位に為すことなりと解するもの少からず、是等は社会主義をその文字よ
り解釈したるものならん。

ハ、「共産主義」を「可」とする者比較的多きは稍意外とする所なるが、其の中には「共産」
を文字より解して共同して産業を営む如き意として之に賛する者も少からず。

ニ、「サンヂカリズム」は一人も知れる者なく「治安警察法第五条」も亦殆ど知る者なし。是
によつて見れば彼等の現代思想に対する知識の甚だ根抵の浅きものなるを知るを得べし。

ホ、「同盟罷業」を賛する者の相当多く存するは現代思潮の影響の稍著しきものなるべし。
ヘ、「婦人開放」は正解者甚だ多く、不能者少し「女子参政権」は是を可とする者多くして不
能者亦比較的少数なるは流石に是に注意を払ふ者の多きを知るべく、現代思潮の影響の
少なからざるを見るを得べし。

思想　程度に大小深浅の差こそあれ時代思想の影響は是を防ぐべからず。而して是を自然の
儘に放置せんか却つて甚だ危険なるものあり。何となれば彼等はその極端なるもの不当なる
ものをも之を正当なるが如く之を信じ、是が先入主となる虞あればなり。デモクラシー、自
由平等は現時最も広く唱へらるゝ思想なるが、生徒は之を正解する者少く、多くは半解又は
誤解なればその中には随分極端にして危険なるもの少からず。是等はその影響を受けたる者
の罪といふよりも之を正しく導かれ教へられざるの罪と言はざるべからず。又同盟罷業の如
きも学校の同盟休校などと同一に解し、世間動もすれば罷業権など云ふを見て学校の同盟休
校をも正当の権利なる如く解するものあり、是等も両者の別を正しく理解せざるの致す所な
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りと言はざるべからず。之に由つて見れば教育に於ては既に影響せる時代思想を善導するの
みならず、更に進んでその影響を蒙る以前、即ち彼等に先入主となるべき思想を受入るゝ前
に正当に理解せしめ置くの必要あり、即ち教育上に於ては時代の機先を制して思想の善導を
為すべき必要あるを切に感じたり。

（創立三十年記念誌）23

　⑥特設教員養成所の設置（1939月～1946年３月）
　特設教員養成所は、日中戦争以来の戦争未亡人の速成教員養成所として設置されたも
のである。厚生省の事業で、中等教員養成は東京女高師に、保姆養成は奈良女高師に設
置された。小学校教員養成は、宮城・東京・岐阜・兵庫・広島・熊本の６女子師範学校
に設置された。熊本女子師範の校区は山口県及び全九州・沖縄で、寄宿舎には同窓会館
を増築して充てた。それら生徒の子供たちの保母は、同窓生の中から採用された。

　第５節　第二師範学校（1914年４月～1931年３月）

　１９１４（大正３）年４月をもって熊本県第二師範学校が創立した。あたかも熊本県師範学
校が創立４０周年記念を催したその１年後のことである。この新興の師範教育機関は、当時
の飽託郡―まだ熊本市併合前の出水・健軍両村にまたがった地域で、大自然を背景とした
環境の中にあった。開校以前の簡単な経過を以下に引用する。

　明治四十四年十一月師範学校増設建議（熊本県教育会）
同四十五年度より県会の決議を以て五ヶ年継続事業の下に新設第二師範学校の経営に着手
し、明治四十七年を期して新に生徒を募集、授業を開始せんとす……の報道があり、明治
四十七年は改元後の大正三年である。
△大正二年一月三日（告示第一号）熊本県第一、第二師範学校学則出づ（以下改正年次省略）
△同年二月四日本校設立認可（文部省告示第十四号）
△同年十二月廿六日設置告示
熊本県告示第七百九十五号
本県師範学校を飽託郡健軍村、出水村地内に更に設置し名称並開校年月日を左の通り定む
大正二年十二月廿六日　　熊本県知事　赤星典太
　　　　　記
一、名称　熊本県第二師範学校
二、開校年月日　大正三年四月一日24

　１９１５（大正４）年３月、出水小学校を第二師範学校代用附属校とした。１９１７（大正６）年
４月には第二師範学校附属小学校が開校した。１９２９（昭和４）年４月に代用附属校は廃止
された。
　①講習科
　熊本師範学校籔の内時代の末期には乙種講習科があった。程度の低い修業年限も短い
変則的な特別課程で、１８９３（明治２６）年の京町移転の後は男子のほか女子の講習科も併
置され、前後４回の卒業生を送り出したが、１９１４（大正３）年の第二師範学校の創設に
際して、再び明治期のそれと酷似した施設が試みられた。それは２回の卒業生を世に
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送っただけで終わりを告げたが、学科課程の内容においては前者に比して相当の進歩が
あり、また、修業期限は前者の１ヵ年半に対し後者は２ヵ年であった。本科一部生とと
もに開校初年の１９１４年４月の入学、２ヵ年の課程を履修して卒業したのが１９１６（大正５）
年３月の第１回生３４名、翌１９１７（大正６）年３月の３１名（計６５名）であった。第３節の「講
習科と簡易科」に似た施設であった。
　②二部生
　１９１６（大正５）年３月に講習科の第１回卒業生を出した第二師範学校は、その４月か
ら本科第二部生を収容することとなった。同校に新設の第２部は、その卒業後に主とし
て農業科を担当する本科正教員を養成するものであった。入学者は、農業学校卒業者又
は１７歳以上で、これと同等の学力を有する者で国語・漢文・数学・歴史・地理・物理・
化学・植物及び図画の各科について中学校卒業の程度の入学試験を経た者とされ、卒業
後の服務年限は２ヵ年、在学中の学資金は本科第一部第一学年に準じた。

　第６節　第一・第二師範合併（1931年４月）

深刻な県の経済の不況と教員過剰のため、本県男女三師範学校は、募集数を減じ定員の縮小
の止むなきに至り、昭和五年度の県会には遂に男子師範学校の合併が提案され、一人の反対
者もなく全会一致を以て原案を可決するに至った。これより先、師範学校合併案が外部に発
表されると、巷間種々の風説が伝えられ、両師範学校間の激烈な存置競争がくりひろげられ
たが、本山知事の県会における言明によって両師範学校合併問題が落着して、県教育界の安
定を見るに至った。
第二師範学校は創立以来十七年、新進気鋭の千数百名の卒業生を出し、本県教育界に貢献し
た功績は没すべからざるものがある。然るに県経済上及び師範教育の統一等の理由により終
に合併の止むなき事情に立ち至ったことは、本県師範教育史上に大書すべき事項である。因
に全国中で男子師範学校を二校以上有した府県は、北海道、東京、新潟、静岡、愛知、大
阪、兵庫、広島、福岡、熊本、鹿児島の十一府県であるが、各地共に合併の声が高まり、今
後数年の間には更に数校の減少を見るといわれ、昭和五年度の通常県会に提案されたのは、
広島県と本県のみであって、広島県では可なり紛糾の結果遂に審議未了に終わり、独り本県
のみが無事に合併を議了し得たのはよい先例を残したというべきである。（昭和五年本県教
育界の回顧―京陵第六十一号）25

　この両師範合併により、名称は熊本県師範学校となり、附属学校は第一、第二附属学校
となった。
　１９３１（昭和６）年は、１９２０（大正８）年に開設の熊本県農業教員養成所が農業補習学校教
員養成所に改称し、更に実業補習学校教員養成所と改称した（第３章熊本青年師範学校の項
参照）。また、熊本市立千葉城幼稚園が創立している。この幼稚園は１９４０（昭和１５）年４月
に県に移管され、熊本県女子師範学校附属幼稚園となった。
　１９３２（昭和７）年５月、女子師範同窓会（紫水会）が黒髪幼愛園（保育所）を開設した。
　①時局と師範学校

昭和六年の満洲事変を契機として敢然世界史建設の巨歩を踏み出だせる我国は続いて昭和七
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年の満洲建国同八年三月国際聯盟の脱退次いで昭和十二年七月七日支那事変の勃発となり、
一億国民は飜然として肇国の大精神に目覚め、愛国の熱血はふつふつとして湧き民族主義、
国家主義の旗幟は高く掲げられ殊に昭和十五年二月十一日紀元二千六百年慶祝式典には国民
的感激は絶頂に達した教育界又之に応じて民族主義教育の台頭を見るに至りしも既に教育の
実践部面に於ては逸速く精緻なる教育の理論に左右せらるゝよりは直接国策に相応じて国家
錬成の一途に向ひつゝある２６

　②本科第二部に「大陸科」設置（1939年４月～1942年３月）

時局が反影した一施設として本科第二部に「特別学級」が設けられた。昭和十四年四月十五
日「熊本県告示第二百八号を以て満支方面日本人小学校教員養成のため本年度より本科第二
部特別科定員八十名を設置せらる」と発表した。大陸科第一回生の入学したのがやはりこの
年この月、男師に於てのみの特設で学校規則に在っても「本科第二部特別学級に関する規定」
として設置趣旨、卒業後の服務、生徒教養の要旨、教授及訓練上の特殊留意点等多くの条項
を設けた長文の規則だったが、勿論これは短期間、収容生徒もあまり多くは無く昭和十七年
度の入学で終りを告げた。２７

　③附属国民学校（1941年４月～1947年３月）

開校以来の名称だった両附属小学校は昭和十六年四月新たに附属国民学校と変った。昭和
十二年以来同十六年に至る四ヶ年の支那事変下に於て異常の変化を来たし当時の所謂国家総
力戦の体制を強化するの止むなき状勢となり教育も亦明治以来長い間の伝統に異変が生じて
来た。昭和十五年中を準備期間とした国民学校案は同十六年度より実施されるに至った。初
等教育に在ってはその十六年度から皇国の道に則る皇国民の錬成を目ざした国民学校制度の
実施といふ事で熊本の両師範附属国民学校は各本校と共に歩調を一にした国民学校案に向っ
て前進するに至った。２８

　④師範制度改革意見書（1941年８月）

国民学校制の実施は、教育界多年の要望に応へ時勢の趨帰を指導するものとして好評嘖々た
るものであるが、たゞその実践の主体たる教員の質力之に伴はざる憾あるは、まさに九仞の
功を一簣に欠くものにして吾等の痛惜措く能はざるところである。師範教育の改革こそ国民
学校制に先行すべきものであり、少くともこれと同時に着手さるべきものであったのであ
る。果然天下の与論は挙ってこゝに集りその主張亦渾然官立専門学校への昇格に帰一してゐ
る。今や残された問題は当局断の一字あるのみである。思ふに興亜大業の完遂は前途尚遼
遠、国防の充実、産業の開発、文化の再建等国費の増大年と共に夥しきものありと雖、これ
ら諸事業の先決要件がかゝって日本的性格を具有せる優秀人材の供給に存する以上、師範教
育の改革は一切の急務に先んずべきである。吾等普く天下の同志を糾合し茲に本同盟を結成
するもの、教育界現前の危急を救ひ、皇国永遠の隆昌を確保せんが為の熱誠に基づく、敢て
満天下の協力支援を切望する所以である。２９

　第７節　官立熊本師範学校（1943年４月～1951年３月）

　①官立移管

官立移管後編集した熊本師範学校沿革略の記する所に依って昭和十八年三月八日の師範教育
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令改正の件公布以来同年十一月十六日挙行した開校記念式に至るまでの経緯を掲ぐ。
△昭和十八年三月八日勅令第百九号を以て師範教育令改正の件公布せられ同日文部省令第六
号を以て師範学校規程を定めらる
△同日文部省告示第百十三号を以て昭和十八年四月一日より熊本師範学校男子部を熊本市京
町本丁に同女子部を熊本市内坪井町に開設の旨告示せらる
△昭和十八年三月二十三日勅令第百六十三号を以て文部省直轄諸学校官制を改正本校を設置
せらる
△同日勅令第百六十四号を以て文部省直轄諸学校職員定員令を改正本校職員の定員を定めらる
△同年四月師範学校令改正により熊本県師範学校並に女子師範学校廃止官立熊本県師範学校
を設置し男子部女子部を置き銅直勇校長に任ぜらる
同日従前の規定に依る熊本県師範学校並に女子師範学校に在学する生徒を文部大臣の定むる
所に依り本校生徒に編入す
昭和十八年四月八日女子部第一回入学者宣誓式を行ふ
昭和十八年四月十五日男子部第一回入学者宣誓式を行ふ
昭和十八年十一月十六日開校記念式を行ふ３０

　②教育方針

一、国体の本義を闡明し皇国の使命を自覚せしめ皇国の道の先達たるの修練を積み至誠尽忠
の精神に徹せしむべし

二、教学の本義を体得せしめ自ら教職に挺して国本に培ひ皇謨を翼賛し奉るの信念を涵養す
べし

三、学行を一体として心身を修練せしめ国民錬成の重きに任ずるの徳操識見を長養し師表た
るの資質を錬成すべし

四、学行一体修文修武に力むるの風を振作し闊達にして質実剛健を尚び協同と勤労とを重ん
ずるの気風を作興すべし

五、教育をして特に国民生活の実際に適切ならしむると共に実践体験に依る学習を基礎とし
て自発研究の態度を育成すべし

六、教育内容の全体的統一に意を用ひ学校の全施設を挙げて人物錬成の一途に帰せしむべし
七、教育の方は化と啓とに在り是を化し是を啓くは是を愛するに始まる。師弟同行以て善美
の校風を興起すべし

八、婦徳の涵養婦功の成就に努め日本婦人たるの性情品位を尚くし以て家風の顕揚に遺憾無
からしむべし

九、熊本県教育是の体得実践に努め民風の昂揚振起を期すべし３１

　③繰上卒業生

昭和十八年四月を以て開校した官立熊本師範学校は旧来の在学生徒に対してはその現在の学
年に応じて夫々適当した新制学年に編入して了ったが、本科三年の上級学年に編入されたも
のは官立第二年たる昭和十九年三月を以て卒業すべきところをその頃時局の影響に依る何処
でも行われた繰上げ卒業の臨時措置があり本校に在ってもその特殊な変則的対策に依り、開
校初年の昭和十八年九月二十三日を以て第一回本科卒業生として一六七名の男子部卒業が
あった。３２
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　④校史調査企画

専門学校程度の官立学校となった熊本県師範学校昇格を記念し、一つにはその昇格せる昭和
十八年が恰かも同校明治七年五月の創立以来七十周年に相当する故を以て時の銅直校長発案
に依り長期に亘る従来の校史を調査編纂して完全なる沿革を遺したる一文献を作製して置き
たいとの希望を以て特にその年のうちより適任の人物を物色選定して調査の任に当らしめる
ことゝなった。右につきその当事者は既に年内就任して編集全般の企画を定め一面校内図書
館内に在って、これが顧問の位置に立つべき内命を含められたのであった。斯くて校史調査
着手と共に関係方面の諒解を得べき左の書面を発した。（書面略）３３

　⑤戦争と学園
　１）戦時状態の学園（熊本師範学校史）
　1943（昭和18）年頃から1945（昭和20）年の終戦前にかけて戦争が及ぼした学園への
影響は非常に苛烈なものであった。学徒動員さえ実施されるという日本教育史上かつ
てない空前の惨劇を見た。教壇を離れ、県内・県外に学徒隊の動きが続き、職員・生
徒の中から応召者が出る。学園を後にして従軍する、陸軍の特別幹部候補生に出願す
る、あるいは下級生では海軍の予科練に出る、特攻隊に出る、はては戦死者を出すま
でに至った。また、職員の応召にあたって盛んに壮行式が挙げられるなど、男女両部
ともに激烈を極める戦時状態の場面が現われてきた。

　　　学園日誌の中から当時の校務や行事として、「昭和18年９月７日樺太派遣勤労奉仕
隊員報告会、９月９日海軍予備学校合格者壮行式、９月13日海軍予備校試験、９月23
日卒業式、10月22日本科二年稲刈奉仕作業開始、11月10日公会堂にて大陸科生飛行機
命名式、12月２日実砲射撃（本科）。昭和19年８月６日陸操壮行式、10月１日全生徒奉
仕作業（11日間）、12月11日本科１年の学徒動員出発、12月19日女子部長崎に学徒動員
出発。昭和20年１月９日帝国在郷軍人会熊本師範学校分会結成式、３月10日防衛隊結
成式、３月16日司令部（熊本聯隊区）留守業務補助、６月22日学徒隊結成式…」との記
録が見てとれる。
　２）大空襲と熊本師範学校
　全国各都市で空襲による被害が次々と報告される中、1945（昭和20）年７月１日夜
の熊本市の大空襲では職員・生徒家庭の被害が甚だしく、続く８月10日昼の大空襲で
は、男子部が灰燼に帰した。1948（昭和23）年卒業の宇野昭一氏は８月10日の空襲の
模様を次のように追想している。

「広島・長崎に新型爆弾がおとされた。」「原子爆弾といって一発で市全体が灰になる。」「理
論は日本でも解っているが経費が…。」午前中竜川芳道先生の講義、所は師範講堂北側。かつ
て通学生の控室、殺風景な室。廊下越しには、三八式小銃は軍に納められ改良銃がわずかに
残っている銃器庫。同級生四十数名中数名は赤紙と共に軍籍にあり、自分も近く戦場へと覚
悟はしていた。教科内容も、壕作り、木銃竹槍による激突訓練、地方への田植え麦、稲刈
り、暗渠工事が主となっていた。
突然「敵機来襲！。」監視生徒の大声、続いて不気味な機銃発射音、近くの防空壕に夢中で馳
け込む。グラマン戦闘機の二波三波の機銃掃射、附小校庭が弾にえぐられ砂埃りを上げる。
地上すれすれで飛び去る機の中の米人の顔がはっきりとみえる。「有朋寮に焼夷弾投下。」黒
煙が寮東側から吹き上がる。学徒動員で他学年生徒は浦崎の造船所へ、私達と予科一年生が
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学校警備で残留組となっていた。渡廊下を一散に我が室へ。有朋寮半分は火の海、時習十室
あたりも弾が落ちたか炎を上げた。附小本館一階にも大型焼夷弾が落ちたということで附小
警備の者達は消火に走って行った。（これは見事に消しとめた。）時習二十室の我が部屋、衣
服教科書を室外へ。アルバム帳を投げ出した時、貼り残しはさんでいた写真がぱっと散らば
り落ちていったのが印象的だった。火は鼠花火のように走っては燃え上り数秒もたたぬ間に
又走る。部屋に煙が充満してきた。布団をかぶり自分の部署寮玄関口へ。バケツを持つと舎
監室前へ、防火用水の水をくみ上げ数名の同僚と荷物を助けたい気持ちも手伝い懸命に水を
かける。小さいセメント製の用水槽の水二つや三つたちまちからっぽ。まさに焼石に水。防
火壁から水道ホースで水をかける消火班。でも水圧が下がって勢いがなく用をなさない。ま
たもやグラマン来襲、狭い壕内に数名おり重なり待避。食堂屋根の燃え落ちる音で壕から飛
び出した顔々。煙のすすで黒ずみ目ばかりぎらぎら、笑う余裕もない、防火壁とシャッター
の為か三省寮は難をまぬかれた。
日本の劣勢は判っていた。しかし何時の日にか絶対勝つと信じていた私だが、現実目の前で
瓦礫の山と化した寮の姿をみて日本もこれまで…。Ｂ２９一機の来襲で原爆投下の噂も流れた
が、もう逃げる気力も無く二、三人壕の中で、どうにでもなれといった気持ちで寝そべって
いた。一面唐芋畑の校庭西側の壕より上熊本方面を見下すと、すでに焼野が原と化した駅北
側専売公社倉庫上空を私の位置より低くロッキードＰ３８双発双胴の偵察機が勝ちほこったよ
うに飛び去っていった。３４

　⑥熊本師範学校の終焉（1951年３月）
　１）終戦から新教育へ
　1945（昭和20）年８月15日正午より陛下の詔書玉音放送、引き続きポツダム宣言受諾
に至る経緯についての放送、翌16日は詔書奉読式、学級担任訓辞、清掃と、驚くべき
急激な時代の変化を経験した。８月19日浦崎学徒隊帰校、21日勤労学徒全員解除・帰
郷、９月14日から焼跡整理作業、10月20日復員軍人編入試験、学科課程その他諸般の
施設改廃、図書教具の回収若くは廃棄、教練武道の廃止など教育方針が一変した。こ
のような中で、９月20日に男子部の卒業式が行われ、９月30日には教員辞令の交付式
が青年師範学校卒業生と同時に女子部講堂で行われた。
　10月22日、連合国軍最高司令官総司令部から日本の教育制度に対する管理政策とし
て、教育内容、教育機関の関係者、教育課程における技術的内容等に関する指令が発
せられ、以降目まぐるしい改変が相次いだ。
　1946（昭和21）年９月、熊本師範学校職員組合が発足した。組合長以下組合員の協同
精神と互助協和に基づいた運営により同年11月には組合報第１号が出た。同年11月３
日には新憲法発布記念式が挙行され、式後久しく中絶していた大運動会が盛況のうち
に催された。1947（昭和22）年４月１日、教育基本法が施行された。この年の６月に教
育研究所が発足、11月には男女両部附属主催新教育研究協議会が開催される一方で、
教育本来の革新案の検討が始められた。1948（昭和23）１月17日に教育刷新委員会、２
月14日に師範学校制度改革委員会、同15日に教育大学に関する審議委員会、18日に師
範教育刷新委員会、24日に学制改革審議委員会（知事以下50名及び教育大学創設委員会
50名）が開催され、28日には教育大学学制委員会が開催された。そして同年11月に大
学設置準備会結成発起人会、12月には同会第１回役員会が催されるに至り、同校に終
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焉のときが近づきつつあった。
　２）熊本師範の終焉

昭和二十四年度は熊本に新制総合大学が発足し、熊本師範学校と青年師範学校の二つが合併
して母体となり教育学部が創立された。二年制と四年制二種の教育学部新学生が募集され、
旧熊本師範学校在学中の学生がその方へ進学したものも少なくないが、在来の熊本師範学校
は旧制のまゝ新教育学部と併行して修学を続け、熊本大学熊本師範学校として残余の期間師
範教育を続けた。二十四年四月の新学期にあたり、官立移管以来実施されていた男女両部制
が廃止され両部が合併し男女共学となり、本科は京町、予科は内坪井校舎で授業することと
なった。かくて昭和二十六年三月の卒業を以て熊本師範の終焉となった。顧みれば昭和十八
年四月の官立専門学校開校以来まさに満九ヶ年の存在であり、苛烈なる戦争期から敗戦後の
混乱期にあたって大きな試練を経た歴史的学園の運命であった。３５

　⑦附属中学校の誕生（1947年４月）

昭和二十年八月、第二次世界大戦の終結によって、これまでの軍国主義日本の社会体制は根
底からくつがえり日本の諸制度は民主化路線へと大きく転換されていくようになる。教育の
改革も、その中の一つである。
昭和二十年十月、時の幣原内閣に要求された日本民主化五大政策の中の一つに、教育改革に
ついての指令がある。即ち、より自由主義的教育を行う諸学校の開校である。更に、昭和
二十一年一月来日したイリノイ大学総長ストッダード博士を団長とする米教育視察団の勧告
に基いて、「六・三・三制」「男女共学」という、これまでのわが国において全く見られなかっ
た新しい教育制度が、昭和二十一年十二月二十七日、教育刷新委員会において採択されるこ
ととなった。即ち、新制中学校の出発である。その新制中学校の出発である昭和二十二年度
においては、第一学年に国民学校初等科第六学年を修了する者全部を入学させて義務制と
し、第二学年には、国民学校高等科第一学年を修了する者と青年学校普通科第一学年を修了
する者とを編入するが義務制からは除外する。第三学年にあっては、それぞれの第二学年修
了者を編入するが、第二学年同様義務制からは除外することとなった。従って、新制中学校
発足の昭和二十二年をもって、附属国民学校高等科小学校高等科は小学校高等科以来続いた
三十五年間の栄光ある歴史の終焉を迎えるわけである。３６
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